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本研究では、2～4 本のファイバーが接近・離散を繰り返す構造である Periodically Structured Stretchable 

Carbon Fibers (PSSCF)¹⁾を Au ナノ粒子の担持体とし、電子線照射下での粒子の分散性を TEM によるそ

の場観察によって調べた。蒸着後、エッジ部における粒子サイズは中央部のものに比べて小さく、粒子

の直径は 10 nm 以下であった。電子線を照射したところ、中央部の粒子が成長するのに対して、エッジ

部では粒子サイズに変化は見られなかった（図１）。先行研究により、潰れたカーボンナノチューブ（カ

ーボンナノリボン）表面の Au ナノ粒子の分散性について調べられた結果、

本研究と同様にエッジ部において優れた分散性、安定性が見られている²⁾。

これらの結果は、エッジ部が大きな曲率を持つためだと考えられる。 
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